
はじめに（図１）

本日は産業経済研究所30周年記念，誠におめでとうございます。このようなおめで
たい席にお招きいただき大変光栄に思うと同時に，並居る先輩方の前で，私のような
若輩者がお話をさせていただくことに気後れしております。電気自動車の仕事に今ま
で携わってきておりますので，その辺りの経験などを交えながら，皆さまに何かしら
ご参考にしていただけるようなことをお話しできればと思っております。

先ほどのご紹介にあったEV 事業推進室の「EV」とは Electric Vehicle のことで，
電気自動車の推進をなりわいとしております。三菱商事は総合商社です。総合商社自
体は数社ありますが，電気自動車に専門に携わっている部署を持っているのは，弊
社だけではないかと思います。三菱自動車との関係も深く，電気自動車に関しては，
2007年ぐらいからいろいろな仕事を一緒にさせていただいております。

私の専門は電気自動車ですが，今日いただいたお題のエコカーといいますといろい
ろなものが入ってまいります。最初に，「エコカーとはどういうものか」というところ
から解きほぐして，「なぜ電気自動なのか」という話をさせていただいた後に，現状が
どうなっているかを直近の状況も含めてお話ししたいと思います。そして最後に，こ
れはおまけのようなものですが，三菱商事としてやっていることを簡単にご紹介申し
上げる形の構成を考えております。

その後，今日は中部三菱自動車販売の絶大なるご協力をいただき，電気自動車の試
乗会を開催させていただくことになっております。ぜひそちらの方にもお越しいただ
ければと思います。

１．なぜエコカー？（図２）

エコカーとは，「エコロジーカー」です。つまり，環境への負荷が少ない自動車の総
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称で，この中に最近爆発的に人気が出ておりますハイブリッド自動車があります。そ
れから私が担当している電気自動車，ほかにメタノール自動車なども含まれてきま
す。あと最近，ミライースとか，デミオなどの低燃費車も出てきています。

図３に「エコカー補助金」対象車とありますが，これもエコカーの定義になると思
いますが，こういった燃費基準を達成しているものについてはエコカーであるという
認定を国としております。一言でエコカーと言っても，かなりいろいろなものが含ま
れています。

１－１．「エコカー」の背景

図４は IEAが発表しているものです。今後数年間でエネルギー需要が爆発的に増え
ていくだろうと言われており，これを今のままのエネルギー構成で乗り切ろうとする
と，相当に大変です。かつ，これは自動車分野での需要の伸びが大変大きいと言われ
ています。これを何とか圧縮しないといけないということが一つあります。

二つ目としては，都市化がどんどん進んでいくと言われています。その中で都市部
でのモビリティの在り方の模索がいろいろ起こってきています。その一つが小型化で
あり，効率化です。もう一つは共有化，モーダルシフトやカーシェアリングが今言わ
れていると思います。これも一つの背景ではないかと思います（図５）。

さらに今，低炭素社会が急激に求められています。図６も IEAの発表ですが，現状
維持のままではサステイナブルではない，とされています。何とか二酸化炭素の排出
量を下げていかなければいけません。そのときに最終消費である家庭および自動車の
部分の排出量の削減が，とても大事なのだと言われています。

１－２．「エコカー」普及の見通し

世界エネルギーアウトルック2011のデータを掲載している日本エネルギー経済研
究所の資料（図７）にある「世界のエコカーの普及の見通し」では，現状維持シナリオ
でもハイブリッドが30％近く，プラグインハイブリッドが５％ですが，技術進展を見
込むと，約40％を電気自動車とプラグインハイブリッドで占めてくるのではないか，
という予想が出ております。

今私がやらせていただいているのもここ（電気自動車）がメインで，これからプラ
グインハイブリッドも視野に入ってくるのかと思っています。広い意味での「自動車
の電動化」がこれからは趨勢として起こってくるでしょうし，求められていると思っ
ています。

経産省の次世代自動車戦略（図８）では，目標値が二つ挙げられています。一つは民
間努力ケースで，放っておいても民間が努力すればこれぐらいになるだろうというも
ので，もう一つは政府の目標で，何らかの政策的手だてを打つことでここまで持って
いけるだろうと言われているものです。努力目標の方では，電気自動車やプラグイン
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ハイブリッドは，2020年時点で15 ～ 20％，2030年で20 ～ 30％ぐらいにまで何とか
持っていけるのではないかとしています。ただ，従来車も30 ～ 50％を占めています。
ハイブリッドもありますし，燃料電池もあるということで，こういったいろいろな車
のミックスがこれから起こってくるのだろうと思います。引き続き従来車（ガソリン
車）が主流になっている，ということにご注意いただければと思っています。

今申し上げたのは，モビリティはこれから棲み分けされていくのではないか，とい
うことです。従って，「全部を電気自動車」ということは全く現実的ではない，と我々
は思っています。

図９は縦軸に「日当たりの走行距離」，横軸に「車の重さ」を取っております。例えば
バスやトラックは，グリーンディーゼル，ハイブリッド，天然ガスでカバーしていく
のが一番効率が良いですし，環境にも優しかろうと思われます。ただ，車両の重量が
軽くて，かつ走行距離も少ない用途が必ずあるわけです。そこが電気自動車のフィー
ルドであり，さらにもう少し大きめの車で，かつ少し走行距離の長いところは，プラ
グインハイブリッドがカバーする。高効率のガソリン車も残っていくという姿が，こ
れからのモビリティの在り方なのではないかと言われています。

１－３．なぜ，「EV」？

そこでやっとEVの話になってきます。こういった形でいろいろなエコカーがある
中で，なぜ EVなのかを私なりに整理をさせていただきますと，三つぐらいあります

（図10）。
一つが燃費規制やCO２規制が，各国で相当厳しくなってきて，ある程度，広い意味

での電動化をしていかないと，車自体が販売できなくなってしまう，ということです。
二つ目は，温暖化の問題から脱化石燃料が言われています。地政学的リスクによる

安定調達への懸念のようなものも踏まえて，化石燃料からなるべく脱却していかなけ
ればいけない，という社会的要請があります。

この一つ目と二つ目はどちらかというとネガティブ要因ですが，次の要因にも注目
したいと思っています。それは新たな車の可能性が出てくるのではないか，というこ
とです。例えば最近よく出てくる「電気自動車を走る蓄電池として使えないか」とい
う可能性です。これも電気自動車にはあるのではないかと思っており，こちらは比較
的前向きに，要は車の可能性を広げるための一つの突破口として，電気自動車はあり
得るのではないか，という視点も持っておきたいと思っています。

最初に一つ目のネガティブな要因ですが，図11のように，各国の燃費規制や CO２規
制が相当厳しくなってまいります。例えば「CAFE」とあるのは北米の規制です。北米
では特にカリフォルニアの規制が厳しく，こちらはある程度電気自動車を入れないと
達成できないのではないか，先ごろホンダさんがフィットのEV を投入されたのは，
この対応なのではないかと言われております。
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ことほどさように，日本，EU，ここに中国はありませんが，中国も相当厳しい燃費
規制および CO２規制を施行してきますので，これには何としても対応していかなけれ
ばいけません。

ちなみに，「EV は何がいいのですか」という質問がよく出てきますので，EV の総
合効率についてお話しします。EVは，ご案内のとおり，走行効率，走行距離の限界も
ありますので，使用の仕方が限定されてきます。その中で「なぜ EVか？」の答えの一
つに，Well to TankとWell to Wheelという言い方をしているものがあります。Well
とは油田で，Tankというのは，燃料タンクであり，電気自動車の場合は電池です。

図12で整理していますが，電気自動車は，精製や発電，送電の効率はほかに比べる
と低いのですが，走行効率ではほかのガソリン車，ディーゼル車，ハイブリッドに比
べると，かなり高いという結果になっています。モビリティーの中では，一番効率が
高いと言われています。

その一つの証左ですが，先日 i-MiEVの北米仕様車が，米国のエネルギー効率経済
協議会から「最も環境に優しいクルマ」としてアワードの１位を取りました。これは
燃費と排ガスのレベルだけではなく，製造，リサイクル，発電に伴う CO２排出量も含
めたライフサイクルの環境負荷で，今，発売されている車の中でトップだという評価
をいただいているわけです。これも，電気自動車の優位性が評価を受けた一つの証左
かと思います（図13）。

図14は去年の「東京モーターショー」に展示された三菱自動車の「MiEV HOUSE」
と日産の「LEAF to HOME」です。二つとも，クルマから家に電気を戻して，それを
使おうかという試みです。こういった試みが最近ではかなりメディアにも出てくるよ
うになってきておりますし，実際にメーカーも取り組んでいます。

日産のカルロス・ゴーンさんは，「車メーカーが車だけ売る時代は終わった。EVと
つながる住宅など，社会インフラも同時に提案をする」とおっしゃっています。ちょっ
とクルマというものの広がりといいますか，社会での位置付けというのを変えていこ
うと，車のメーカーも皆さん思っていらっしゃり，EV にはその可能性があるのでは
ないかということが，新たな可能性の模索の第１点です。

もう一つの可能性は蓄電池としてのEV活用です。図15は車の充電口です。急速充
電口からラインを伸ばしたところに電源供給装置があります。これは３月９日の午後
２時半に，三菱自動車から製品の発表があります。MiEV power BOX（ミーブパワー
ボックス）という名前で，実際に販売になる予定です。これは1.5 kWの電力を車から
取り出して，コンセントをつないで，この場合は炊飯器でお米を炊いています。災害
時のバックアップの電源などに車に積んでいる大容量の蓄電池を使うというもので，
これはスタンドアローンですが，実現され始めています。

もう一つ，図16は東京モーターショーに出ていたものですが，新しいモビリティと
しての展開もEV という軸に一つあり得ると思っております。日産のNew Mobility 
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CONCEPTは横浜や九州で実証実験をされております。また，ダイハツのピコも東京
モーターショーに出ておりました。

それ以外に，電動カートのようなものがあります。韓国のメーカーのものですが，
既存の車とまた少しカテゴリーの違うものが世の中に出てくる可能性があります。こ
れは高齢化の問題等により，コンパクトシティのようなものが今いろいろ言われてい
るかと思います。その中にこういったモビリティが一定の役割を果たしつつあるの
ではないかと思います。既存のガソリン車ではカバーし切れない部分をEVでカバー
していこう，という試みです。それは既存のいわゆる自動車メーカーが自らやられる
ケースと，電動カートなど別の分野でやっていらっしゃった方が参入するケースがあ
ると思います。

図17は同じカテゴリーのものです。ユニークなのは，EV用の蓄電池をゴミ収集車
の後ろに付けています。電気化することで，例えば朝方，住宅地でごみ収集などをし
ても音がうるさくないのです。ここにEV用の蓄電池をそのまま転用するという試み
も実際に商品化されています。

あとは電気自動車を家の中に乗り入れてしまったらどうかといった，いろいろな可
能性が出てきます。

先ほど申し上げたスマートコミュニティというのは少し先の話ですが，地域への電
力に車に積んだ電力を使って，負荷平準化など電力のマネジメントのようなものをや
るというのも，可能性としてあります。

２．EVは本当に普及するのか？（図18）

ここから現実論に立ち返りたいと思います。EVは本当に普及するのか。EVを担当
している私にしてみると，普及してもらわないと困りますが，現実はどうなのかとい
うところをご理解いただきたいと思います。

２－１.現状

ご存じかと思いますが，シボレーの「ボルト」は大変苦戦しています。プラグインハ
イブリッド車ですが，５週間の生産停止の記事が先週出ておりました。ボルトの電池
の発火事故が一時期世を騒がせたのは，皆さんご記憶に新しいと思います。販売台数
が当初に比べると大幅に下ぶれしているという記事も出始めました（図19）。

それから PHVスポーツカーのフィスカーはオバマさんの補助金をもらって，車が
あまり出てこないままに名前だけ先行しているようなメーカーでしたが，これも資金
が続かず，なくなっているようなニュースが世の中に出始めています。

少し前まで「EV，EV」という感じでしたが，最近ちょっと足踏み状態といいますか，
ネガティブなニュースも出始めているととらえています。これで本当に大丈夫かと。
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もう一つ「EVはどれぐらい売れているのか」ということです。図20は量産EVの販
売台数です。2011年度にも新しいモデルが出ておりますが，まだ年間4万台に満たな
いぐらいの数字です。

ちなみに，日本で年間販売される車の台数は今400万台ぐらい，全世界では7,000
万台ぐらいだと言われていますので，0.1%にも満たないぐらいの数字です。今はそう
いうレベルです。

２－２．EV普及の課題（図21）

そういった状況を踏まえた上で，電気自動車 i-MiEVの販売をお手伝いさせていた
だく中で特に大事だと思っているのは，以下の三つです。

一つ目は言うまでもなく価格です。これは特に電池のコストが高いので，なかなか
値段が下がり切らないのが悩みです。２番目が充電インフラです。急速充電について
皆さんよくおっしゃいますが，一番大事なのは普通充電のインフラだと思っておりま
して，特に日本のように集合住宅の多い所は，これがどうにかならないと，使いたい
と思う人も買えないという状況はあるかと思います。そして最後にユーザー心理で
す。これは意外とハードルが高いと思います。乗り慣れたガソリン車とかなり違う部
分もありますので，そこを乗り越えるための，心理的なハードルは結構高いというの
が最近の実感です。

ただ，一つ目の電池コストは恐らく下がってくると思われます。ちなみに，図22は
NEDO が「電池性能とコストの目標」ということで2006年に作られた数字で，kWh
で３万円という目標値を2015年には達成すべきだとおっしゃっています。i-MiEVは
15kWh ですので，50万円ぐらいにならないといけないということで，これは相当乱
暴だなと思っていましたが，実はこれに近い数字になってきているのではないか，と
いわれています。ですので，電池の値段は量産が進むと下がるものだと思っています。
すぐには難しいですが，ゆくゆくは車の値段も下がってくるだろうと期待できるかと
思います。

EV普及の課題の二つ目は充電インフラです。戸建ての場合（図23）は自分の家です
ので比較的やりやすいのですが，それでもEV充電用のコンセントを別に設けて，か
つブレーカーの容量を確認するということで，結構やることはあります。家に持って
きてそのままつなげばいいのではなく，実は200Vの電源がないと実用には難しいと
いうことです。電気はどこでも来ているとはいえ，こういった工事が必要になります。

もっと深刻なのは，集合住宅やテナントビルのコンセントをどうするのかという問
題です（図24）。これは往々にして共用部の話になってきますので，管理組合や，テナ
ントビルの場合はオーナーと権利義務の関係の調整をしっかりしないといけません。
あとは工事費用，原状回復費用，電気代の清算など，いろいろあります。電気自動車を
皆さんが持っていればいいのですが，例えば200戸ぐらいの大規模マンションで，１
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人か２人が電気自動車に乗りたいからコンセントを付けてくれと言っても，管理組合
は首をなかなか縦に振らないという話が多くあります。これは今のところまだ突破口
がなくて，相当悩んでいます。これは日産さんも悩んでいらっしゃると聞いておりま
す。ただ，今，手をいろいろ考えておりまして，もう少ししたらお話しできるのでは
ないかと思っております。これは特に集合住宅の多い日本などはすごく大きな問題で
す。

では，急速充電器はどうなっているのか，です。「CHAdeMO」が日本の標準になっ
ていますが，この仕様に準拠した急速充電器は，かなりの勢いで増えています。2012
年の３月１日現在，全世界で1,071台のCHAdeMO方式の急速充電器が既に普及して
います。日本はもちろん圧倒的に多いのですが，欧州でも少しずつ広がってきていま
す（図25）。

ここに掲載させて頂いている写真はイギリス，オランダのアムステルダム，スペイ
ンのバルセロナ，ノルウェーなどです。これに加えて私が知っている限りで，プラス
500台分ぐらいの設置計画がありますので，標準化がどうのという議論があることは
あるのですが，確実に数は増えています。急速充電器だけで電気自動車を乗り回すの
はちょっと難しい部分がありますが，環境としては整ってきていると思います。

急速充電器の効用としては，心理的な安心感がものすごく大きいと言われていま
す。少し古いデータで，2007年の時点の話ですが，８km×15kmの範囲内に，急速充
電器が1個しかなかった場合と，それがもう1機増えた場合と，車の挙動がどう変わ
るかというものを実証されたものです。2007年の10月の時点では，電池の残量がた
くさんあるのに帰ってきてしまっています。要は怖いので，早く帰ってきてしまうの
です。2機になった途端に，ほとんど50％以下まで電気を使い切って戻ってくるよう
なっています。ただ，この2機の急速充電器はほとんど使われていませんでした。こ
ういうことが東京電力さんの調査で分かっています（図26）。

これは心理的なところが大きいので，急速充電器が置かれているだけで，電気自動
車への心理的不安感が緩和されて，走行距離が延びる，もしくは使い勝手について心
理的に評価が上がるという効果もあるのではないかと思っています。

最後に，もう一つこういう課題もあります（図27）。2011年の12月27日日刊工業新
聞のコラムです。EVやPHVを売ることが少し億劫だというのが，ハードルになって
いるのではないかという議論があるのです。つまり，普通の販売店で普通の車を売る
のであれば，売ってしまえばお客さんはどんなものかすぐ分かるので，何も説明しな
くてもいいのですが，プラグインハイブリッドや電気自動車ですと，ランニングコス
トの話，充電スタンドの話，設置工事の話といったところを，一つ一つ説明していか
なければいけません。補助金の話も説明しないといけません。ということで相当手間
が掛かるし，難度も高いということで，億劫で売るのにとまどってしまうということ
ころがある，という話です。これはメーカーさんもすごく苦労をされているところで
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す。売っていく人がお客さんに対して自信を持って説明してくれないと，お客さんも
心配になってしまうという，ところがどうしても起こりますので，これも一つの課題
です。ただ，プリウスも発売された当時はそういった問題があったように聞いており
ますので，ここは時間が掛かりますが，少しずつやっていくしかないのかと思います。

２－３．日欧におけるEV活用例

そういった課題がある中で，電気自動車は本当に普及するのかというところで，そ
の実例をご紹介させていただきたいと思います。

ノルウェーにおけるマイクロカーと言われているセグメント（Aセグメント）のマー
ケットでのシェアです。2011年のAクラスのマーケットで，i-MiEVが17％のトップ
シェアを取っています。トヨタの AygoやPeugeot，Fiatといったガソリン車も含め，
ほかのモデルを差し置いて，17％のマーケットシェアを取っているという実例です。
ノルウェーのマーケットはそれほど大きくはありませんが，それでも何でここまで
普及したのかというのが，一つのケースとして参考になるのではないでしょうか（図
28）。

ノルウェーでは，まず政府の手厚い優遇制度があり，登録税や費用の免除がありま
す。足すと26％ぐらいだったと思います。有料道路の使用料も免除になります。イン
フラ面では，都市の中心部に充電のポールの付いた駐車場がありまして，そこが無料
で使用できます。また，渋滞が激しいのですが，電気自動車だけはバスとタクシーの
レーンを朝晩通行することができます。それによって通勤時間が短縮できますので，
ものすごくメリットを感じているという話を聞いております（図29）。

こういった複合的な政策の効果で，ノルウェーの特にオスロの中心部分では，電気
自動車が市民の足として，社会に完全に根付いています。図30は去年，私が行ったと
きに撮ってきた写真ですが，EV 専用の駐車場がオスロ市のど真ん中にあって，ここ
に郊外から電気自動車で来て，ここに車を止めて出勤されます。止めている間に充電
をするのですが，充電も無料で，こんな環境があると電気自動車は使えるのだという
感想を持ちました。
「電気自動車専用駐車場の駐車時間は16時間以内」とポールに書いてあります。
これは i－MiEVです。ほかに，こういった見たこともないような電気自動車がたく

さん止まっています。これはインド製のREVAという電気自動車です。
これが充電ポールですが，市役所に行くと「電気自動車を持っている」というと，鍵

を渡していただけるそうですが，それを開けると中に充電のコンセントが入っていま
す。これにつないで好きなだけ充電しておいてくださいという環境が整っています。

図31は市内で別に充電ができる場所に i － MiEV が止まっているのを見つけたの
で，写真を撮ってきました。これがバスレーンです。このときは渋滞の時間ではな
かったのですが，右側の端がバスレーンで，ここはタクシーとバスしか通れないので
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す。朝晩結構渋滞しますが，ここがすいすい行けるということで，行き帰りで1時間
ぐらい時間がセーブできるということらしいです。

こういったことが複合的に組み合わさって，ノルウェーでは完全に市民の足として
電気自動車が根付いています。

二つ目の事例は皆さんご存じかもしれません。長崎の五島列島に，EV のレンタ
カーが75台か100台というレベルで導入されている，という2010年の記事ですが，
確認をしたらこの電気自動車はしっかり稼働をしているそうです。ここは島ですの
で，あまり距離も走りませんし，充電インフラもかなり普及していますから，うまく
使えている例の一つかと思います（図32）。

三つ目の事例として，これも先日プレスリリースされました全日空さんの例があり
ます（図33）。空港の中に電気自動車を採用されることを決定いただきました。空港の
中は電源設備が結構完備しています。また，航続距離が結構限定されています。また，
制限速度があって，かつ稼働時間が長いのです。ただ，稼働時間が長いといっても，あ
る１カ所からある１カ所に行って，行った先でも充電ができますので，作業をしてい
る間に充電をしておくことができます。それから環境意識が高いということで，「エ
コ・エアポート」という活動をどの空港も推進されておりますので，こういった用途
はすごく電気自動車に当てはまるのではないかと思っています。

実は我が家では２月25日に電気自動車を購入致しました。後で実際に乗っていた
だきたいのですが，出足と走りは異次元です。ぜひ運転してみてください。それから
ガソリンスタンドへ行かなくてもいいのは，意外と楽です。あとは，自分で乗ってみ
て，ほとんど距離を乗らないということを改めて認識しました。さらに，この辺は少
しマニアックな世界ですが，航続距離に余裕があるのですが，電気を極力使わないよ
うにエコ運転に徹している自分を発見しています。回生ブレーキと言って電気を戻す
ものがあるのですが，これで電力を取り返すのがなかなかうれしくて，自動電気自動
車ライフを楽しみ始めたところです。

よく電気自動車に乗っていらっしゃる方曰く，「電気自動車に乗り始めたらガソリ
ン車には戻れない」と言いますが，それは事実だと思います。ぜひ後で体験いただけ
ればと思います（図34）。

２－４．EVは普及するのか？

いろいろ申し上げましたが，普及のためには，まず，政府・自治体の政策的な主導
が必要です。これは言うまでもありません。それから充電インフラ提供者です。これ
は例えばマンションのお隣さん，管理組合，テナントを持っていらっしゃるビルの
オーナーさんなどの理解です。電気自動車のインフラを置くことで，そのビルの資産
価値が上がると理解いただくかどうかというところが二つ目です。
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三つ目に言うまでもありませんが，消費者の購入意欲です。これも車に求める価値
観が，大きい車ではなくても小さくてもいいのだよねと。車のドライビングフィール
といいますか，「エンジンのサウンドがたまらない」と言う人は仕方がありません。電
気自動車というものを受け入れていただく，心理的な受容性といったものも期待しな
ければいけません。

四つ目に車両と電池メーカーの参入意欲です。どんどん新しい魅力的なモデルが出
てくることで，マーケットが広がっていきます。

五つ目に周辺事業者の新たな「クルマ」の使い方，EV使用者向けのサポートが必要
です。これは ITサポートもそうですし，充電サポートもそうです。こういったものが
整ってくると，徐々に普及してくるのではないでしょうか（図35）。

では，今どこにいるのか。これは私の独断なのですが，何でもそうですが，創生期
があって，成長拡大期があって，普及期があるとすると，EV は先ほど申し上げたよ
うに，世界でも４～５万台というレベルしか売れていないので，まだ創生期です。次
のステージへ行こうとして今構えているというところだと思います。今の顧客のプロ
ファイルという意味で言うと，法人と大企業，環境・CSR重視のお客さま，個人だと
アーリーアダプター（新しいもの好き）ということだと思います。それが徐々に裾野
を広げていく手前のところにいるのではないか，と思っています。

では，プレーヤーはどうなっていくのかというところです。図36の2012年，今こ
こです。EV の投入が本格化します。ジュネーブモーターショーでも幾つかのモデル
が出てきています。特に特徴的なのはドイツ勢です。例えばBMW，ダイムラー ,フォ
ルクスワーゲンは来年ですか。こういったところが車，EVを出し始めます。

そうすると，今ドイツでは国の産業保護の意向が強いので EVの補助金は出ていま
せんが，こういう形でドイツ勢が出てくると，ヨーロッパ全体のトーンが変わってく
るのではないか，と期待はしています。

こういう形で今はちょうど端境期で，私どもはこの先がどうなるかをわくわくしな
がら眺めているところです。そういう意味で言うと，これからいろいろ世の中の様子
が変わってくるのではないかと思っておりまして，自動車に関わらせていただきな
がら，こういう時代の変わり目に居合わせることができるのはある意味幸せかな，と
思っています。

そんな中で，三菱自動車の電気自動車の展開です。図37のように，いち早く09年に
量産の i-MiEV が投入されました。去年はミニキャブのMiEV が投入されています。
これも後でご試乗いただきますが，こういう箱型のワンボックスカーです。またアウ
トランダーというプラグインハイブリッドを市販することも発表されています。これ
は電気自動車で培った技術を活用されたものです。

３月６日からスイスでジュネーブモーターショーが始まっており，三菱自動車から
はこのアウトランダーが展示されています。どういうメカニズムになって，どのよう
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に動くのかを紹介した動画がありますので，少し観ていただければと思います。

＊＊＊ ビデオ上映 ＊＊＊

ありがとうございました。少し分かりにくかったでしょうか。かなり複雑な機構に
なっていて，まず基本が電気自動車です。プリウスと少し違うのは，相当大きな電池
を積んでいます。日常生活では電気自動車だけで移動するのですが，急加速をすると
きや電池が少なくなってきたときに，エンジンを起動してエンジンで発電をして，そ
れを電池にため込んで，その電気で走るというのが基本的なコンセプトです。

もう一つあって，高速に乗って定速走行する場合，ガソリンエンジンで効率のいい
速度になったときには，ガソリンのエンジンをそのまま駆動力に伝えるという，この
三つのモードが並び立っているという相当複雑な仕組みです。これは三菱自動車の
i-MiEVないしミニキャブMiEVで使われた，電気自動車のノウハウが詰まった車で
す。これが近々市販されるのではないかと思います。こんな広がりが電気自動車には
出てまいります。

３．三菱商事のEV普及への取組み事例紹介（図38）

３－１．リチウムイオン電池製造事業

i-MiEV に搭載されておりますリチウムイオン電池を，私どもは GSユアサと三菱
自動車との合弁で，リチウムエナジー・ジャパンという会社をつくって，栗東の工場
で電池を製造しております（図39）。

３－２．エストニア向け排出権取引

二つ目は少し変わった仕組みですが，把瑠都というお相撲さんの出身国であるエ
ストニアから排出権を当社が買いまして，その代金として電気自動車 i-MiEVの実物
を，スワップ取引により，507台提供しています。代金として車でお支払いするという
ことです。かつ一部は現金でお支払いして，それを使った充電インフラの整備とEV
購入補助金，現地の一般の方が購入されるような補助金に使ってもらう ,というパッ
ケージ売りのようなものを去年やりました。エストニアの首相も来ていただいて，
2011年11月に納車式を現地で行ったところです（図40）。

今ちょうど走り始めているところで，現地はすごく寒い所で，－ 30℃ぐらいなので
すが，現地ではソーシャルワーカーの方の足として使っていただいております。これ
は老人ホームの前でほとんど凍り付いていますが，この中でも問題なく稼働していま
す（図41）。
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３－３．スペインエンデサとのスマートコミュニティ実証事業

エンデサという電力会社と一緒に，マラガというリゾート地に電気自動車を大量に
走らせて，そこで「電気自動車を効率的に利用するためにはどのような充電インフラ
が必要か」を検証していこうというものです。NEDO（経産省）の補助金を頂いて，現
地で実証実験をやろうとしております。これは来年から動きだします（図42）。

３－４．けいはんな「V2Xプロジェクト」

学研都市の「けいはんな」，京都，大阪，奈良の三つの県の県境にありますが，そ
ちらのプロジェクトの一環として V2X という名前を付けた事業をしています。V は
Vehicle です。２は to です。X は，ホームの場合はH だし，ファクトリーの場合はF，
グリットの場合はGということで，何でもできるようにということでXです。

三菱自動車の名古屋の岡崎製作所で，4月から実験が始まります。これは太陽電池
と，電気自動車に積んでいた中古の電池5台と電気自動車を5台，合わせて10台分を
使って，工場の電力の平準化ができないかをやってみよう，という実験をやろうとし
ています。

この場合，電池は置きっぱなしなので好きなだけ使えますが，車は走り回りますの
で，この動態をとらえて，例えば3時になるとどこどこへ行かないといけないから，電
池の容量をこれくらい残しておいてよ，というのを把握して，その範囲内で電池を使
わないといけないので，それを統合制御するような仕組みをまた作ろうかということ
で，こんな実験をしようとしています。

図45は現場の写真です。岡崎ですのでここからすぐですから，もしご興味のある方
は４月に入れば動きだしますので，お声掛けいただければご案内できると思います。

これが実験棟です。上に太陽光発電があります。この実験棟の中に，このようにパ
ワーコンディショナーが並んでいます。これが電気自動車から外して持ってきた中古
の電池です。

三菱自動車さんの従業員の方に放電機能を付けた電気自動車に乗っていただいて，
実際の通勤に使っていただきながら，その電池を活用するという実験を４月からまさ
に始めようとしているところです（図43 ～ 44）。

３－５．都市開発「森のシティ」

私どもの都市開発部門とコラボレーションで，千葉の新船橋に都市開発のプロジェ
クトを立ち上げています。そこでは電気自動車を随所に置きまして，例えばセコムさ
んの巡回用の車に電気自動車を使っていただくとか，太陽光と急速充電器を組み合わ
せたシステムで電気自動車を充電するようなスタンドを随所に設けるなどを行ってい
ます。あとは電気自動車のシェアリングです。それから災害時なども踏まえて，電気
自動車から電気を使うようなセーフネット的な使い方を総合的に組み合わせたまちづ
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くりを提案しております。これは6月から着工で，来年ぐらいから徐々に入居が始ま
るぐらいのタイミングです（図46）。

３－６．各拠点でのi-MiEV活用

最後にこれはあえて言うまでもないかもしれませんが，弊社は世界各国あちこちに
拠点を持っておりますので，そこで i-MiEVを活用させていただいて，政府や自治体，
もしくはお客さまに電気自動車を紹介して，働き掛けを進めております（図47）。以上，
ありがとうございました（図48）。（拍手）

４．試乗の案内

この後，電気自動車の試乗を予定しております。お時間の許す限り，皆さんぜひ乗っ
ていただきたいと思います。車ですので乗ってなんぼのものですから，ぜひ体験して
いただきたいと思います。全部で大体30人ぐらいです。車は２台用意していますが，
その両方に乗っていただくようなタイムテーブルで，皆さんに番号のカードをお渡し
させていただきますので，そのタイムテーブルに従って，２～３人一組で乗っていた
だければと思います。

集合場所は正門のそばにありますので，そちらの方に集まっていただければと思い
ます。

今回ご協力いただきます中部三菱自動車販売の方々です。今日はよろしくお願いし
ます。

ちなみに，ここだけご了解ください。試乗いただいて，ハンドルを握っていただく
こともありますので，安全面で誓約書のようなものをご記入いただきたいと思ってお
ります。

（野田） 本日はお招きいただきまして，誠にありがとうございます。中部三菱自
動車販売の野田と申します。正門横のメモリアルホールの方で試乗をさせていた
だきますので，できるだけ早くご移動いただきたいと思います。あちらの方でナ
ンバーを配らせていただきます。３人一組で試乗させていただく形となります。
ぜひ，こぞってご参加いただきますよう，よろしくお願い申し上げます。

（司会） どうもありがとうございました。
ここが正門です。私どもが今ここにいます。リサーチセンター，池があって，こ

こからバイパスのような小道があって，1 ～２分。今日は雨が降っているから，足
元が悪いですが，この前に車が2台用意されています。

それからついでといいますか，試乗会が終わった後，食事をされる場所が，こ
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こが中心です。キャンパスプラザという所です。正門からずっとなだらかな坂を
上がっていただいて，突き当りにキャンパスプラザがあります。それから，ここ
に先生方が食べる食堂があります。そこも使えますので，試乗会が終わった後，
食事をされてください。

それで２時から学内の研究発表会ということですので，２時にまたここにお集
まりいただきたいと思います。それではよろしくお願いします。

世界のエコカー市場の将来展望
日欧のEV市場の動向を踏まえて

三菱商事株式会社

自動車事業本部 EV事業推進室 友田 雄輔

2012年3月9日

中部大学 産業経済研究所 設立30周年記念

（ていこうがいしゃ）は、大気汚染物質（窒素酸化物や一酸化炭素、
二酸化炭素など）の排出が少なく、環境への負荷が少ない自動車。
狭義には電気自動車、メタノール自動車、圧縮天然ガス (CNG) 自動車、圧
縮空気車及びハイブリッド自動車の5車種を指す。低公害車の認定を受けた
自動車は、税制面で優遇される等の特典を持つ。通称は コ (eco car)。

（Wikipediaより）

エ

「 コ ジ (Ecology ＝「 へ い で
（not 「Economy Car」?

（ご参考）「エコカー補助金」対象車

出典：一般法人 次世代自動車振興ｾﾝﾀｰHP

大都市部での人口肥大が予測されており、都市計画に於いては、電車 バス・タクシーを含め
た統合的なモビリティ・サービスが必要になると想定される。

出所：Wor d Urbanization Prospects, G obal Insight等を基に、三菱商事 国際戦略研究所作成

都市部でのモビリティの在り姿（仮説）

•小型化・効率化

•共有化（カーシェアリング・モーダルシフト）

– クルマの維持費用・燃費の削減

– エネルギーの効率利用

– 化石燃料（特に原油）使用の回避

– 環境負荷の低減 CO2、排ガス削減）

27

1

32

2025200719751950

（年）

メガシティ（人口1,000万人以上）の数

人口増加分に比例して自動車保有台数も

増加すると仮定した場合

・・・ 8 0 20 5

外部環境の変化

世界人口は2000年に比べ2 億人増加

その大部分が都市部に居住

人口400万人以上の都市は 35、
うち 4は新興国

. . カ ２）
メ シテ

図１

図３

図５

目次：

. ぜエ
1-1. なぜ、「エコカー」？
1-2. 「エコカー」普及の見通し
1-3  なぜ、EV？

2. EV に
2-1.現状
2-2.EV普及の課題
2-3.日欧におけるEV普及の例
2-4.EVは普及するのか？

. 三 E 介

世界の一次エネルギー需要は中国を中心とした非OECD諸国での自動車

需要が牽引し大幅に増加すると予測されている。

出所： IEA Worlds Energy Outlook 2010
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出所：IEA World Energy Out ook 2011

バイオ燃料

燃料転換（発電）

再生可能エネルギー

原子力

CCS

1%
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7

家庭

11%%

24

IEA450シナリオに基づくCO2 削減量
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. . カ ）
素 へ 速 シ

(*)450シナリオ・・・大気中の温室効果ｶﾞｽのCO2換算濃度を450ppmに抑える。

図２

図４

図６

友 田 雄 輔

― 16 ―



世界の車両販売数のシェア見通し（ 年）

28%

50%

23%

14%

シ オシ オ

プラ
イブ 車

車

ン

出所：日本エネルギー経済研究所 アジア/世界エネルギーアウトルック 2011

（100%）

. 2. ー 見 し

図７

ＭＥ Ｉ ＨＰより抜粋 ＜http www meti go p committee ma e ia s2 down oadfiles g100412b03j pd ＞

. 2. エコ （２

図８

車輌重量自

ラ ン

高 率）

リ

ディ ゼル

貨物トラック・バス

燃料電池車

乗用車

. 2. ー 見 し モビ

燃費規制/CO2規制が各国・地域にて厳格化されていく。

【 （ ）】

 
国 費 2 応

• 米国エネルギー効率経済協議会 ）
が公表した 年「最も環境に優しいクルマ」
で『 （アイ・ミーブ）』の北米仕様車が
ランキングトップを獲得

• ルに加え、
イ ル過程 さら 発 出

た サ ク
慮した評価

』 米 、 済
も ク

出所：ACEEE HP

図９

図11

図13

1) 各国燃費規制/CO2規制への対応

2) 脱化石燃料：
・地球温暖化
・安定調達への懸念（地政学リスク等）

3) 新たな「クルマ」の可能性の模索：
・新たなモビリティの要請
・「EV＝走る蓄電池」としての可能性
・次世代テレマティクスへの期待

℃

. . E

出所：三菱自動車HP等

車両の種類

電気自動車

精製・発電
・送電

走行効率

充電器 電池 コントローラ モータ 機械系

ガソリン

ハイブリッド車

精製・輸送
走行効率

ディーゼル車
精製・輸送

走行効率

ガソリン車
精製・輸送

走行効率

*:日本の平均電力構成より算出 出典：H17年度JHFCセミナー講演会集

ご E 総合 率

はWell（油田） to Tank（燃料タンク/電池） の効率は低いが、

  く、総合効率は最良。

出所：H17年度JHFCセミナー講演会集

日産「 」

「 」

「車メーカーが車だけ売る時代は終わった。 とつながる住宅など社会インフラも同時

に提案する。」（カルロス･ゴーン）

 ク

出所：三菱自動車HP, 日産自動車HP

図10

図12

図14

世界のエコカー市場の将来展望
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を蓄電池として活用

ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ

家の中に 乗入れ

ｵｰﾃﾞｨｵﾙｰﾑや家庭用蓄電池
として活用 「MiEVﾊｳｽ」

用蓄電池の転用
極東開発「 ﾊﾟｯｶｰ」

 ） 新 「クル の可 の 索

出所：三菱自動車作成資料他

 現状

2. 2. EV普 課題

）

体

航続距離へ

下 価

ラ

住宅 ナン 等 イ 整 ネ

ル と 力

セー

販売を通じて、特に重要な課題として以下 点が見えてきた。

図17

図19

図21

目 ：

. ぜ カ
1-1. なぜ、「エコカー」？
1-2. 「エコカー」普及の見通し
1-3. なぜ、EV？

現状
普及の課題

日欧における 普及の例
は普及するのか？

介

 現 （ 売

0

10

20

30

40

50

60

2009年度 2010年度 2011年度

その他

欧州

北米

日本

間 満た

経済産業省（ ）電池性能 コスト目標。

ED 発 ェ

出所： 資料等を基に、三菱商事 国際戦略研究所作成

改 革
現状

用途

倍 倍

万

倍 倍 倍

小型 ｺﾐｭｰﾀｰ

高性能

一般ｺﾐｭｰﾀｰ 本格的

i 電

 及 ） ト

図18

図20

図22

電池 とし 活

品

 E な ク 可 索

出所：三菱自動車作成資料

図15

「 」 ダイハツ「ピコ」

新たなモビリティとしての展開

 な 新 ク マ 可 の模

出所：日産自動車HP他より抜粋

図16
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出所：三菱自動車 等

電源 電源 戸建て住宅での充電の様子

工

2. 2. E ２） ラ 住宅

図23

出所：三菱自動車 等

駐 場＝ 部 充電 ンセン 設置 ハ

/ 権 係

充電 ンセン

工事 担 原 費 担

工 力 力

2. 2. E ２ ラ 住 テ ビル

図24

仕様急速充電器は国内外にて着実に設置が進んでいる。

出典： 協議会
 

2 2 日

7

（日 4  海外22 ）

2. 2. E ２ フラ

年 月 日日刊工業新聞

2. 2. E （

優遇制度の例：
税 費用免除
・登録税 ・ ・有料道路使用料 等
インフラ
・全都市に充電インフラ整備（ 箇所）

・急速充電配備プロジェクト展開中
・バス タクシーレーン走行可

・フリーパーキング（充電無料）

• ノルウェーでは政府の手厚い優遇制度が普及を後押し。

• 元々 等 が普及しており、 へのユーザーの心理的抵抗感が
少ないことも重要な要素。

ー 足 とし

社 付

2. . E ルウ （２

図25

図27

図29

ご  ﾌﾃ と 急速充 有効性

出典：「充電ｲﾝﾌﾗの現状と課題」東京電力発表資料

• ノルウェーでは が セグメントマーケットにてトップシェアを獲得。

• 顧客は が個人客で、日常通勤で活用されている。満足度は高い。 販社調査結果）

2. . E ） ウ （

「電気自動車専用駐車場
駐車時間1 時間以内」

充電ﾎﾟｰﾙ。鍵は全て共通。
ｺﾝｾﾝﾄ形状は家庭用ﾌﾟﾗｸﾞ。「REVA」「TH!NK」やｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝEV

が多い
収容台数約50台。全ｽﾍﾟｰｽが埋まって
いた。これだけEVが揃うと、圧巻。

ノ 専 車 ロ 部

図26

図28

図30

世界のエコカー市場の将来展望
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出典：

 日 け 例 法人 け

空港内車両としての活用

電源設備が完備

航続距離が限定

制限速度あり（ ）

稼働時間長い

「エコ・エアポート」活動推進中

へ の

及 るのか ）
E は

ｲ

ﾕ

の政策的誘導

• 購入補助金（車両 充電ｲﾝﾌﾗ）、税優遇

• 規制 等

の意欲

• 権利関係整理のｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

• 充電ｲﾝﾌﾗ整備への理解

の購入意欲

• 環境意識

• 「ｸﾙﾏ」にもとめる価値観の変化

池 の参入意欲

• 技術革新によるｺｽﾄ低減 性能向上

• 新規ﾓﾃﾞﾙの投入

• 販売現場のｽｷﾙ 意欲向上

の参入意欲

• 新たな「ｸﾙﾏ」の使い方、付加価値提案

• EV使用者向けｻｰﾋﾞｽの提供

環境対応の切り札 ： 企業価値向上

中長期商品戦略の中核 ： i-MiEVで確立したEV技術を軸にした新たな商品展開

i-MiEV ｱｳﾄﾗﾝﾀﾞｰ MiE
（13年発売予定)

出所：三菱自動車 他

のグローバル展開

日本投入（０９年）⇒欧州展開（１０年）⇒米国展開（１１年）

i-MiEV で培ったEV技術を軸にした商品展開

ﾐﾆｷｬﾌﾞ MiEV
（1 年12月発売)

【ご 三 自 E 展開

図33

図35

図37

【 て

2月25日（土）納車しました！

出足と走りは異次元です。
ガソリンスタンドへ行かなくても良
いのはすごく楽。
自分があまり距離を乗らないこと
を改めて認識。
航続距離は余裕があるのに、
電気を極力使わないようエコ
運転に徹している自分を発見。
回生で電力を取り返すのがなん
だか嬉しい。

年 年 年

（三菱）

富士重工）

）

リーフ
（日産）

（トヨタ）

（ ）

三菱
）

ﾌﾙｴﾝｽ
）

ｶﾝｸﾞｰ・
ｴｸｽﾌﾟﾚｽ

）

（ ）

Ｆ
（ﾎﾝﾀﾞ）

（三菱）

Ｔ
（ ）

年 年以降

（ Da mle ）

（ Da mle ）

）

Ｖ
）

Ｖ
）

ＧＭ）

トヨタ ）
（ ）

Zoe Z. E.
Renault） ）

（ ）

（ ）

）

現代起亜）（ ）

（ ）

年以前

（ ）

年より の投入が本格化。

 及 プレ ヤ の 入

目 ：

. コ
1-1. なぜ、「エコカー」？
1-2. 「エコカー」普及の見通し
1-3. なぜ、EV？

本当 普 す
現状

普及の課題
日欧における 普及の例

は普及するのか？

三 商 E 介

図34

図36

図38

道端のEV駐車場でi-MiEV発見（ｵｽﾛ港近く）

ｵｽﾛ市街へ向かう高速道路のﾊﾞｽﾚｰﾝ。
ﾊﾞｽ,TAXIとEVは走行可能だが、ETC機器の搭
載が必要。高速道路は朝晩渋滞がかなり深刻
とのこと。

外付けﾋｰﾀｰを搭載している車両
が多い。写真は電気式。（REVA）

ご E ス

図31

日経産業新聞 年 月 日

出典：長崎県作成資料

 日 例 長 島 島

図32
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ﾕｱｻ、 Ｃとの合弁による大容量ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池製造販売会社
「 リチウムエナジー・ジャパン」（ ）を 年 月に設立。

栗東工場

三 例 ）

リチ ムイ ン 造事

図39

B

権排出権需 家

三菱商事がｴｽﾄﾆｱ政府からの排出権売買を仲介。
その代金を原資としてEVを中心とする環境施策(*)を提言。
(*)  ①EVの大量（507台）導入 ②EV充電ｲﾝﾌﾗの整備 ③EV購入補助金

三 介 ２

エ ニ け 出

図40

納車式（ 年 月）

活躍中の
（ 年 月：老人ﾎｰﾑ前）

三 事 取 事 ２）

ア 出権

１．太陽光、EV、リユース蓄電池を利用したEMSによる、工場需用電力の平準化を検証

（

+

（

ワーコ ョ ー

E
（

+

時間

制御前

制御後

正午

（

ー
コ ショ ー

三 事 取 事 ）
けいは プ ジ ク

実験棟

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ（ ） 中古（ﾘﾕｰｽ）蓄電池

充放電ｽﾀﾝﾄﾞ

三 事 取 事 ）
けいはん プ ジ クト

図41

図43

図45

＋

1. ｴﾝﾃﾞｻ(ｽﾍﾟｲﾝ最大の電力会社)とEVを活用したｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ実証実験に着手。
（NEDO資金を活用）

2. ｽﾍﾟｲﾝ・ﾏﾗｶﾞ市内に  、「EVｾﾝﾀｰ」を通じて
EVの運行や充電をITで制御・管理し、電力負荷のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを実現する。

3. 実証実験を通じ将来の「地域ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ」事業展開に繋げるﾉｳﾊｳ蓄積
を目指す。

三 事 及

デ と ス ュ ティ 証

E 情 基に

EVを蓄電池として利用する際に、EVとしての利用に支障を与えず、かつ需要家側の電力需要

平準化に活用できるよう、利用可能電池容量を適切に制御する仕組み（EIS）を開発

+ +

三 事 及
い ん プロジ ク

及 紹介

図42

図44

図46

世界のエコカー市場の将来展望
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国内外拠点にて と て
各地域における 先導役として政府・自治体及び客先へ 普及の働きかけを行うと
共に、 をきっかけとした新たな事業機会の開拓を進めている。

三 商事 普 組 介 拠 活

図47

ご清聴 有難うございました

三菱商事株式会社
自動車事業本部 事業推進室

友田 雄輔

図48
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